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～はじめに～ 
 
これをお読みいただいている方は、当ブログ及びメルマガをご贔屓いただいているかたがほとんど
かと思われます。そんな方ならお分かりかと思いますが、わたくしKAZは血統データを基にして
予想をするスタイルではありません。買いたい馬がいれば血統的には合わない馬でも買いますし、
このコースだからこの血統を買うというような血統の期待値予想もあんまりやりません。 
 
 
ただ、そんな血統が予想ファクターのベースではない私でもある程度の血統の知識はわかります。
そして、血統を予想のメインファクターとして使わないとしても、これから競馬を長く楽しんでい
く上で、競馬で高い回収率を目指す上でざっくりとした血統の知識を知っておく必要はあると思い
ます。 
 
 
そんなわけで、今回は私が常日頃から色々な種牡馬に対してざっくり抱いているイメージを文章と
してまとめてみました。血統が何もわからない！という方はまずたくさん書籍で発行されている血
統入門書をお読みいただいた方がいいと思います。もちろん私は血統の専門家ではないので、ここ
に書かれているのはデータに裏付けされたことではなく「ざっくりとした私KAZのイメージ」で
す。このコースでこの血統の複勝率は何パーセント・・・などといった精密な数字を出すことはで
きませんが、ざっくりとそれぞれの種牡馬のイメージを知っておくことで、、、 
 
 
「この血統の馬は今は大したことない走りでも徐々に成長していきそうだな」 
 
「この血統の馬は完成するのが遅そうだから POG で指名するのはやめておこうかな」 
 
「この血統の馬はまだ東京の軽い芝しか使われてなくて惨敗続きだけどタフな中山で変わるか
も」 
 
 
などといった競馬の全体のイメージが掴めるようになってくるはずです。 
 
もし、これで血統にさらに興味を持たれたならば本格的に血統予想の道に進むのもよし。私のよう
に予想ファクターの一つとして血統も楽しみながら競馬予想を続けていくというのもよし。さまざ
まな方がいらっしゃると思いますが、有用にご活用いただければ嬉しい限りです。 
 
 
 

KAZ 
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【２０２１年 種牡馬リーディング1位】 

ディープインパクト 
牝馬は完全無欠な優等生キャラ。牡馬は限りあるポテンシャルをどの時期に発揮さ

せるかがポイント 

 
 
今をときめくナンバーワン種牡馬。牡馬と牝馬どちらも日本では最高峰のポテンシャルを秘めている産駒が多い
が、その傾向は大きく異なる。 
 
牝馬はジェンティルドンナ、グランアレグリアなどを見ても、クラシック期間から活躍して古馬になっても凄ま
じいパフォーマンスを披露することが可能。特に弱点はない完全無欠な優等生キャラになりやすい。 
 
一方で牡馬に関しては取り扱いに注意が必要。キャリアの中で発揮できるポテンシャルには限界値がある感じで、
それを早い時期に発揮させすぎると古馬になってから萎れてしまう馬が多い。（キズナ、マカヒキ、ディーマジェ
スティ、サトノダイヤモンド、ワグネリアンなど）現４歳世代ではシャフリヤールの今後は少し心配。 
 
遅咲きの欧州血統をつけてゆっくりと馬の成長にあわせてじっくりと育てていけば、古馬になってからも大舞台
で戦えるような馬に育つ印象です。（スピルバーグ、フィエールマンなど） 
 
もう孫世代の産駒が走るようになってきましたが、ディープの黄金配合と言える母父ストームキャットの後継種
牡馬たち（キズナ、エイシンヒカリ、サトノアラジン）は軒並みストームキャットが主張しすぎてキレよりもス
ピードや持続力が売りの種牡馬になる傾向が出ています。 
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【２０２１年 種牡馬リーディング2位】 

ロードカナロア 
キングカメハメハの正当後継種牡馬。父同様に母馬の個性を引き出すが、基本的に

はスピードタイプの馬が多い 

 
 
ディープインパクト、キングカメハメハが亡くなった今、今後数年の日本競馬界の中心は間違いなくロードカナ
ロアだろう。多数の活躍馬を産んだキングカメハメハの系統の中でも正当な種牡馬と言って良さそうで、父同様
に母馬の個性を引き出す傾向。母フサイチパンドラの良さを出したアーモンドアイ、母シーザリオの良さを出し
たサートゥルナーリアなど、ロードカナロアの現役時代のイメージにはないような条件でも走る馬を輩出してい
る。 
 
「キングカメハメハからちょうど４００mぐらい距離適性を短くしたような種牡馬」と考えるのが良さそうな感
じ。アーモンドアイやサートゥルナーリアを出していることから最初はクラシックディスタンスを使われる馬も
多いが、結局は短距離馬でしたという馬も多い。特に母系にサンデーサイレンスを持たずにスピードを主張する
血統がある場合はスピードを活かしてこその短距離馬になりやすい。下級条件での距離短縮での一変には注意し
た方がいいだろう。 
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【２０２１年 種牡馬リーディング3位】 

ハーツクライ 
実直にトニービンの良さを産駒に伝えるロングスパートマスター 

 
 
サンデーサイレンス系の主要種牡馬の中では数少ないトニービンを色濃く含有する血統背景。もうそのトニービ
ンの色を実直に産駒に伝えている印象で、ディープインパクト産駒ほどはスパッとキレる脚は使えないが、その
分バテずにずっと長く良い脚を使うことができる産駒が多い。東京コースが得意な馬や直線が長いコースが得意
な馬が多いのもこのロングスパート適性のためだろう。 
 
トニービンのスタミナだけでなく成長力も強く受け継いでいるのがこの血統の特徴で、ジャスタウェイ、リスグ
ラシュー、シュヴァルグランなど、クラシック期はそこまででもなかったような馬が古馬になってあるタイミン
グで一気に成長してスーパーホースになることもしばしば。それは母父に入っても影響力はある感じで、最近で
はケイデンスコールが母父ハーツクライで5歳になって一気に本格化してきた感じだ。 
 
基本的には芝２０００m～２４００mぐらいがベスト条件の馬が多いと思うが、現代競馬では２５００m以上を
得意としているステイヤーキャラの馬が少ないために相対的に長距離での成績が良くなっている感じ。ある程度、
前半から中盤でタメを効かせつつ、途中からロングスパート勝負に持ち込めるような条件ではとにかく強いと覚
えておきたい。 
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【２０２１年 種牡馬リーディング４位】 

キズナ 
機動力と持続力に優れた早熟トライアル血統 

 
 
瞬発力に優れたディープインパクトの産駒で、自身も現役時代は日本ダービーを大外一気で制したように切れ味
が売りだった。それが種牡馬になってからはどうも自身とは若干異なるイメージの馬を多数輩出しており、母系
のダート血統が強く主張しすぎてディープインパクトっぽさが少し薄れている感じがします。 
 
産駒の特徴は「完成度が早い」「先行力、機動力がある」「持続力がある」の3点。2歳時から前に行って渋とい
脚が使えるので早い時期の重賞での活躍が顕著。一方でディープインパクトに比べると切れ味は劣るので、超一
流の馬が揃うGI レースになると決め手不足でパフォーマンスを落とす馬が多い。 
 
そんな産駒の特徴があるために、とにかくトライアルレースに強いというのがキズナ産駒の傾向。マルターズデ
ィオサ（チューリップ賞、紫苑S）、ディープボンド（京都新聞杯）、バスラットレオン（ニュージーランドトロ
フィー）、ファインルージュ（フェアリーS）、アブレイズ（フラワーC）、クリスタルブラック（京成杯）などな
ど、とにかく早い時期のトライアル戦でこそキズナ産駒は強調できる。 
 
２０２１年シーズンに活躍した馬を見ても、エリザベス女王杯でワンツーしたアカイイトとステラリア。有馬記
念で２着に入ったディープボンドなど、非根幹距離を得意にしている馬が多い。ソングラインやファインルージ
ュなど牝馬なら根幹距離の決め手勝負にも対応できるようだ。 
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【２０２１年 種牡馬リーディング5位】 

キングカメハメハ 
どんな条件の名馬も輩出した完全無欠なオールラウンダー 

 
 
ここ１０年ほどディープインパクトと双璧を成してきた大種牡馬。重賞数こそディープインパクトに遅れをとっ
ているが、キングカメハメハの恐ろしいところはどんなジャンルにも名馬を輩出したオールラウンダーとしての
素質だろう。 
 
芝の王道路線ではドゥラメンテ、レイデオロのダービー馬を２頭輩出。短距離路線ではロードカナロアという歴
史的名馬を産みましたし、ダート路線でもホッコータルマエという稀代の名馬を輩出。牡馬だけでなく牝馬でも
３冠馬アパパネを輩出しましたし、どんなジャンルにでも対応するオールラウンダーとしての素質は凄まじいも
のがあったと思います。 
 
ここまで色んなジャンルの馬を輩出できたのは母馬の個性を強く引き出すことができるから。サンデーサイレン
ス系の牝馬をつけるとキレる中距離馬を、スピード血統をつけると短距離馬を、ダート血統をつけるとダート馬
を産み出す傾向があり、一概にキングカメハメハ産駒と言ってもその個性は千差万別といったところか。 
 
あえて全体的なキャラクター傾向を語るとすればどの馬もコーナーが上手いという点か。コーナー４回の中距離
戦を得意としている産駒が多く、２０１７年の札幌記念はキングカメハメハ産駒のワンツースリーになりました。 
 
最近は母父に入ることも多いが、非SS系の欧州血統の母父に入ることでキレ味を引き出す産駒を産み出す傾向。
ハービンジャーやエピファネイアなどの母父に入った時には大物を輩出する可能性が高い。 
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【２０２１年 種牡馬リーディング６位】 

エピファネイア 
シーザリオの偉大さを受け継いだ新時代のクラシック血統 

 
 
現役時代は凄まじいポテンシャルを秘めながらどうもそのポテンシャルを上手く発揮できなかったようで、菊花
賞とジャパンカップの２つのGI を制覇しただけで終わった。そんな現役時代のGI 勝利数を初年度産駒のデアリ
ングタクトだけで超えてしまい、2年目産駒のエフフォーリアも凄まじいポテンシャルの持ち主。アリストテレ
スも歴史的名馬さえいなければ菊花賞馬になっていましたから、エピファネイアの種牡馬としてのポテンシャル
は相当なものだろう。 
 
父シンボリクリスエスでロベルト系という血統になるが、これまで出てきた産駒の傾向からもロベルトよりはシ
ーザリオの特徴を色濃く引き出している感じ。デアリングタクトこそ道悪の桜花賞を勝利したが、他の産駒はそ
こまで道悪馬場を得意としているイメージはありません。それでもここまで大物を連続して出している点を見て
もロベルト系の底力は引き継いでいると考えるのが妥当か。 
 
ちょうどデビュー年にディープインパクトとキングカメハメハが亡くなってしまったことでクラシック血統も
新時代に変わっていきそうな感じ。その一角を担うのはロードカナロアと見て間違いないだろうが、現時点での
クラシック条件での活躍からエピファネイアも王道クラシック血統になっていきそう。数年後は種牡馬エピファ
ネイアがクラシックの中心になっているはずだ。 
 
※これまでの産駒で見えてきた弱点はダートと成長力。エピファネイア産駒はダートを走らない馬が多く、また
２-３歳と４歳以上の成績を比較すると明らかに前者の方が期待値が高い。 
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【２０２１年 種牡馬リーディング７位】 

ルーラーシップ 
トニービンの色が濃いおかげで自身のキャラに似た馬を出す 

 
 
ルーラーシップ自身はクラシック期間には活躍できず、古馬になってから本格化。それでも GI を勝ったのはク
イーンエリザベス II 世カップだけでしたし、日本の GI では出遅れ癖もあって勝利することができなかった。そ
んな自身の適性を産駒も受け継いでいる感じで、不器用でゆったりと走れるロングスパート条件が得意な馬が多
い。キングカメハメハは母型の良さを引き出す傾向が強い種牡馬だったが、ルーラーシップはそのキングカメハ
メハの引き出し型の傾向以上にトニービンの血の強さが前面に出ている感じで、産駒もそのようなキャラが多く
なってしまっているか。 
 
ようやく初年度産駒が引退するぐらいの時期になっているが、若駒時はキレる末脚が使える馬でも高齢になって
くるとキングカメハメハの硬さとトニービンのズブさが前面に出てくる感じで、決め手に欠けるスタミナ型にな
ってくる印象。キセキやウラヌスチャームの晩年がまさにそんな感じで、キャリアを重ねるにつれて馬のキャラ
が変化していくイメージは持っておきたい。 
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【２０２１年 種牡馬リーディング８位】 

オルフェーヴル 
一瞬の脚を活かしてこそのタメ差しキャラを数多く輩出 

 
 
現役時代のイメージを持っていると阪神大賞典の漫画みたいな走りからスタミナ十分の印象が強いと思うが、ど
うも産駒はタメて一瞬の脚を使って良さが出るタイプが多い。代表産駒に挙げられるエポカドーロやジャスティ
ンはどちらかといえば例外な感じで、それ以外の馬のキャラクターをちゃんと見た方がいいだろう。 
 
ラッキーライラックも早い時期から積極策の競馬でも活躍してきたが、本格化したのは4歳秋のエリザベス女王
杯でスミヨン騎手が溜める戦法を見せてから。この馬も結局はタメて一瞬の脚を活かしてこその馬だったか。そ
れ以外の産駒を見ても、オセアグレイト、サラス、タガノディアマンテ、アンドラステ、オーソリティ、バイオ
スパーク、ショウリュウイクゾなど、道中でひと溜めを効かせて末脚を引き出す競馬が合うタイプが多い。本質
的にはオルフェーヴル由来のスタミナも備えているんだろうが、集中力に欠ける馬が多いためにだらっと脚を使
わせるような競馬は合わないのかもしれない。 
 
そんなわけでオルフェーヴル産駒は騎手によって成績がガラリと変わる可能性あり。若駒時にはとる戦法によっ
て一気にパフォーマンスを上げたり下げたりする可能性があるので、そのあたりに注意して付き合っていきたい。 
 
２０２１年はマルシュロレーヌがBC制覇。ジャスティンやヘリオスなどダートで走る馬も多く出ており、日本
のダート血統の主流になる可能性もあるだろう。 
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【２０２１年 種牡馬リーディング９位】 

ダイワメジャー 
前に行ってバテずに粘る穴党の味方の早熟持続力タイプ 

 
 
半妹に歴史的牝馬のダイワスカーレットがいるスカーレット一族の最高傑作の一頭。この一族はダイワスカーレ
ットもそうだが、キレる脚はないぶんバテずにずっと伸びる持続力が売り。その傾向は産駒にも受け継がれてお
り、ディープインパクト産駒のような派手な末脚は使えないが、前に行ってバテない持続力は日本の中でも最上
位と言っていいだろう。 
 
完成度が高いので2歳時から活躍できる馬が多く、前に行けてバテない馬が多いので早い時期のオープンや重賞
で穴を開ける馬が多数。GI を勝つような大物も基本的にはこういうキャラの馬の上位互換版がほとんどで、脚を
溜める戦法でGI で活躍したのはシゲルピンクダイヤぐらいなもんじゃないだろうか。 
 
キレがない血統なので母方にはキレやスピードを補う血統をつけた方がいいのかとも思うが、大物が多く誕生し
ているのは母系に欧州スタミナ血統をつける配合。ロベルト、トニービン、サドラーズウェルズなどを母方に持
っている馬に大物が出やすい傾向で、特にサドラーズウェルズ持ちはメジャーエンブレム、レシステンシア、シ
ゲルピンクダイヤなど大物が多い印象です。 
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【２０２１年 種牡馬リーディング10位】 

ヘニーヒューズ 
ザ・アメリカの早熟スピード血統 

 
 
いかにもなアメリカのダート短距離血統というべきキャラクターの持ち主。アメリカのクラシックは3歳の 6月
までに全ての日程が終了しますし、早い時期から高額賞金のレースが割とあります。そのためにアメリカ競馬の
血統はいかに早く完成するかを重視して配合が重ねられてきました。その典型例の一つがこのヘニーヒューズじ
ゃないでしょうか。 
 
とにかく2歳時からバリバリに動けるのが特徴で、年齢を重ねるごとに完成度のアドバンテージがなくなって尻
すぼみの成績になる傾向。中央競馬で言えば 2 歳で芝の GI まで勝利したアジアエクスプレスや、勢いでフェブ
ラリーステークスを勝利したがそれ以降に尻すぼみとなったモーニンが代表産駒。地方競馬で言えば圧倒的なス
ピードと完成度で2歳時に圧巻のパフォーマンスを見せたアランバローズが代表産駒になります。 
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【２０２１年 種牡馬リーディング１１位】 

ドゥラメンテ 
キンカメの後継候補も飽和配合でつけられる良血牝馬がなかなかいない 

 
 
近代日本競馬を変えた血統、ノーザンテースト、トニービン、サンデーサイレンス、キングマンボの全ての血を
持っており、なおかつ自身が皐月賞とダービーの２冠という圧倒的なキャリア。どこからどう見てもエリート種
牡馬になるはずなのだが、あまりにも日本の血統を詰め込みすぎた配合のためにつけられる牝馬が少ない。 
 
まだ２世代しかサンプルがないが、どうも父同様に気性が怪しい馬が多く口向きに課題がある産駒が多数。代表
産駒のタイトルホルダーもクロス鼻革着用までスムーズに走らせることができませんでしたし、キングストンボ
ーイという馬も藤沢厩舎で急かさずに成長を待たれているからいいものの、レースぶりから狂気は秘めている印
象。他にもレインフロムヘブンが気性難で出世が狂いましたし、ファルヴォーレが短距離でも折り合いに苦労し
ているなど産駒全体に狂気のイメージがあります。 
 
 
※ここに来て古馬のドゥラメンテ産駒が多くなってきたことで目立つのが晩成傾向。キングマンボ系とトニービ
ンの良さを受け継いでいる感じで、産駒は使うごとにどんどん強くなって古馬で完成する。溜めてスパッとキレ
る馬よりもスピードの持続力を活かして良い馬が多く、その代表例がいまや日本最強馬に君臨するタイトルホル
ダーという感じです。
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【２０２１年 種牡馬リーディング１２位】 

モーリス 
あくまでも父は突然変異、産駒はロベルトとサドラーの血が出た持続力型 

 
 
スクリーンヒーローが社台スタリオンから出されたにも関わらず、その産駒のあまりの出来の良さからセールで
ノーザンファームが買い戻したというのがモーリスの現役時代の経緯。そのエピソードだけ聞いても、よほど身
体能力が優れた馬だったんでしょうし、その素質を堀調教師という稀代の名伯楽によって引き出されたのがこの
モーリスという馬です。およそ父ロベルト×母父サドラーズウェルズという血統イメージを遥かに超えた走りを
見せていましたし、父は完全に突然変異だったと見ていいか。 
 

その圧倒的な成績と色々な牝馬につけやすいという血統背景で初年度からノーザンファームの絶対的なバック
アップを受けていますが、最初は微妙な滑り出し。種牡馬としての先行きが危ぶまれましたが、昨秋にピクシー
ナイトが待望の産駒初 G	I制覇。そのピクシーナイトが産駒のイメージそのままという感じで、ロベルト由来の
雄大な馬体でパワーとスピードを兼ね備えている馬が多い。ちょうど激流の１４００mを地力で押し切るような
馬が多い。	
	

距離的には１２００mから２０００mくらいで、配合や育成厩舎によってキャラは様々。ただ基本的には前向き
でスピードとパワーを備えた馬が多い感じだ。	
	

※ここに来てジャックドール、ノースブリッジ、トゥーフェイスが古馬になって本格化。晩成でロベルト由来の
持続力を活かして良い先行馬が多く、イメージはドゥラメンテ産駒に近い。ドゥラメンテよりも若干パワー寄り
の晩成持続力血統と覚えておきたい。	
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【２０２１年 種牡馬リーディング1３位】 

スクリーンヒーロー 
モーリスは例外、基本はロベルトらしい持続力系を生む 

 
 
安定感はないが時折大物を輩出するロベルト系の血らしく、スクリーンヒーロー産駒も安定感はないがゴールド
アクター、モーリスなどの大物を既に輩出。エピファネイア系と並んで新時代のロベルト系を支えていく存在な
のは間違いない。 
 
代表産駒はモーリスになると思うが、あの馬は突然変異＋堀厩舎の育成によって本来の血統イメージとは異なる
成長をしたような感じ。スクリーンヒーロー産駒本来の特徴はロベルトとノーザンテーストを併せ持つ成長力と
渋とさが売りなはずで、ゴールドアクターやウインマリリン、ジェネラーレウーノこそがスクリーンヒーロー産
駒本来のイメージと言っていいだろう。 
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【２０２１年 種牡馬リーディング１４位】 

キンシャサノキセキ 
晩成だった父とは真逆の早熟スピード血統 

 
 
キンシャサノキセキ自体は南半球産で高齢になって短距離路線で活躍した馬。一方で産駒は典型的な早熟傾向が
出ており、活躍の舞台のほとんどが2～3歳重賞になっている。特に2歳重賞は他馬に比べての完成度が高いた
めに活躍する馬がたくさん出ており、モンドキャンノ、シュウジなど早い時期から活躍している馬は何頭も名前
が挙がる。 
 
母父にリボーが入っているためかイメージよりも距離は持つ産駒が多く、最近ではガロアクリークやルフトシュ
トロームなどがマイル以上の距離の重賞を勝利。ただ、そのどちらにも言えることは、古馬になってからはまる
で活躍できておらず、やはり距離の融通は効くにしてもピークは早い段階に来てしまう産駒が多いのかもしれな
い。 
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【２０２１年 種牡馬リーディング1５位】 

ハービンジャー 
ヨーロッパ競馬ではキレ者扱い。日本競馬では雨上がりの馬場向きか 

 
 
欧州競馬の最高峰であるキングジョージで凄まじいレコードを記録して突き抜けたのがハービンジャーの現役
時代の最大のハイライト。産駒のディアドラも欧州の軽い馬場を好んでいましたし、タフな馬場のヨーロッパ競
馬の中では軽い馬場でキレる脚を使ってこその馬なんだろう。 
 
一方で日本の競馬となると、やはりこの血統では高速馬場ではキレ負けしてしまう感じ。ヴィクトリアマイルを
スーパーレコードで勝利したノームコアという例外こそいるが、それ以外の馬を見てもブラストワンピース、モ
ズカッチャン、ディアドラなど、やはりある程度重い馬場での活躍が目立っている。 
 
ただ、ハービンジャー自体がヨーロッパ競馬の中ではキレ者扱いということもあり、極端な道悪馬場になるとパ
フォーマンスを下げる馬も多い印象。走り時は雨上がりで乾きかけの時計がかかる馬場という感じで、そういう
馬場になればディープインパクト産駒やロードカナロア産駒を上回る適性を見せて突っ込んでくる馬が多い。 
 
2019年産のラインナップが素晴らしく、ナミュールやアライバルはクラシックを狙えるようなポテンシャルあ
り。ノーザンファームが育成のノウハウを掴んだようで、これからはより根幹距離の大レース向きの馬が出てく
るかもしれない。 
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【２０２１年 種牡馬リーディング16位】 

ジャスタウェイ 
見栄えの良い馬っぷりの産駒多し、ハーツクライの距離適性短縮版 

 
 
ヴェロックス、ダノンザキッドが現時点での代表産駒になるが、どちらも馬っぷりが抜群に良くて見栄えの良い
シルエット。全体的にジャスタウェイ産駒は見栄えの良い産駒が多く、基本的な運動性能は相当に高いとみてい
る。 
 
父がハーツクライ産駒ながらマイル～２０００mの距離を得意としていたこともでわかるように、ジャスタウェ
イ産駒もハーツクライ産駒よりは距離適性が短い感じ。父とイメージは似ているが、同じ母にハーツクライとジ
ャスタウェイをつけるとだいたい４００mぐらい距離適性が短くなる感じか。 
 
当初は社台スタリオンに入れられたが、初期産駒の成績がいまいちだったためかブリーダーズスタリオンに出さ
れることに。その後にダノンザキッドが GI を勝利して活躍することになったが、再び芝で活躍馬を出すには現
役のダノンザキッドがこれから相当に活躍しなければ厳しいか。	
	

母父がトランセンドと同じワイルドアゲインということでダート適性がある馬も出す傾向で、今後は繁殖の質が
落ちることからもダート路線での活躍が目立ちそう。第２のマスターフェンサーやヴェルテックスを見つけるス
タンスで接したほうが良さそうだ。	
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【２０２１年 種牡馬リーディング１７位】 

シニスターミニスター 
使えば使うほど良くなるダート中距離の晩成血統 

 
 
どうしてもアメリカのダート血統となると早熟で成長力に欠けるようなイメージを持ってしまうが、このシニス
ターミニスターの産駒に関してはその逆。デビュー当時はそこまで印象的な活躍をすることはなく、条件戦で善
戦止まりだったような馬がある時期から一気に強くなってオープン、重賞の常連になる馬が非常に多い。 
 
ざっと例を挙げてみても、インカンテーション、キングズガード、ヤマニンアンプリメ、スリーグランド、テー
オーケインズなど、まさに遅咲きで一気にパフォーマンスを上げてオープン、重賞で活躍していったような馬ば
かりである。 
 
インカンテーション、キングズガード、ヤマニンアンプリメはどれも6歳以上の年齢になりながら重賞で好走し
た実績がありますし、シニスターミニスターはアメリカのダート血統ながら晩成タイプというのは覚えておいた
ほうがいい。 
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【２０２１年 種牡馬リーディング１８位】 

ゴールドシップ 
現役時代のイメージにそっくりのスタミナタイプを続々輩出、意外に仕上がり早 

 
 
2010 年代の競馬界では最大のアイドルと言ってもよい稀代の個性馬。ステマ配合というオルフェーヴルらと同
じ血統配合になるが、あちらがノーザンファーム育成なのに対してこちらは日高の育成。そのためにサンデー系
の瞬発力よりもメジロマックイーンのスタミナが強く引き出されたか。 
 
そんな父の現役時代のイメージそっくりな馬が多く、とにかくキレではなくスタミナに特化したタイプの馬を輩
出。そういうスタミナタイプの馬は晩成型で早いうちから動けない馬が多いのだが、この馬の産駒に関してはビ
ッグレッドグループの育成が多いおかげで非常に仕上がりが早い。まだ初年度産駒がデビューしてから2年しか
経っていないにも関わらず、札幌2歳ステークスで2年連続で３頭も好走馬を輩出。それだけまだ他馬の体力が
完成する前に仕上がってスタミナを活かすことで良さが出るタイプが多いんだろう。 
 
これまでの産駒の賞金上位の馬の名前を見ても、ユーバーレーベン、ウインマイティー、ウインキートスなどど
れも牝馬ばかり。どうしても牡馬に出てしまうとスタミナが強すぎてキレに劣る馬が多くなってしまう感じで、
ゴールドシップ産駒は牝馬でこそ父の良さを発揮しやすい馬が多い。 
 
ノーザンファームがスピード、キレに特化した生産、育成になってきているところで、これほどまでに仕上がり
が早くてスタミナがある血統は貴重。早い時期の中長距離戦は瞬発力よりもスタミナ勝負になりやすいですし、
このゴールドシップのおかげでビッグレッドグループの牝馬クラシック路線の成績は一気に跳ね上がりそうな
予感がします。 
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【２０２１年 種牡馬リーディング１９位】 

パイロ 
ヘニーヒューズに似たタイプの早熟ダート 1400m巧者 

 
 
自身は現役時代にアメリカで GI を 1 勝しかしておらず、戦績的にはそこまで。ただ名種牡馬プルピットの産駒
だったこともあり、アメリカでの種牡馬入りが期待されていたが、所有していたゴドルフィンが日本に持ってき
てダーレーで種牡馬入り。 
 
血統イメージ通りにアメリカの早熟ダート血統で、2歳戦のうちからコンスタントに活躍できるがどこかのタイ
ミングで一気に頭打ちの成績になって成長が止まる産駒が多い。南関競馬でクラシックまで華々しい活躍を見せ
たがそこからさっぱりのハセノパイロ、アクアリーブル、中央ではデルマルーヴルあたりも同じイメージだろう。
一方でクインズサターン、タービランス、ミューチャリーなど年齢を重ねてもハイレベルなパフォーマンスを出
せる馬もいるので、そのあたりは育成次第というところか。 
 
以前はダート１４００mでこそという馬が多かったが、育成側がコツを掴んだのか、最近はデルマルーヴル、ミ
ューチャリー、ケイアイパープル、メイショウハリオなど距離をこなせるタイプの産駒が増えてきている。 
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【２０２１年 種牡馬リーディング２０位】 

リオンディーズ 

 
 
シーザリオの子という超良血ながらクラシックで活躍できずに社台スタリオンには入れず。産駒傾向を見ても父
同様に気性の難しそうな馬が多く、マイル以下の距離で活躍する馬が多い。繰り返すが超良血なのできっかけさ
えあればブレイクしそうで、エピファネイアやサートゥルナーリアの今後の種牡馬としての活躍次第で代替種牡
馬として価値が上がるかも。 
 
リプレーザやマイヨアポアのように芝もダートもどちらも走る馬が多く、前向きな馬が多いからか距離はある程
度のところで限界があるタイプが多い。現状は距離は１８００mぐらいまででダートも走る前向きな産駒が多い
イメージで。 
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【２０２１年 種牡馬リーディング２１位】 

ブラックタイド 
ディープインパクトの下位互換もキタサンブラックで全て使い果たした感じ・・・ 

 
 
大種牡馬ディープインパクトの兄という血統背景から、自身は現役時代にほとんど活躍できないながらも種牡馬
入り。初期の産駒からそこそこのアベレージで活躍馬を出していた感じで、その最高傑作が誰もが知っているキ
タサンブラックというわけだ。 
 
キタサンブラックを出したことでそこからの種牡馬人生は順風満帆かと思いきや、それ以降がさっぱり活躍馬を
出せなくなってしまった感じで、もうキタサンブラックで種牡馬としてのエネルギーを全て使い果たしてしまっ
た感じか。 
 
最近は芝よりもダートの方が勝利数も多くなってきましたし、もはやディープインパクト産駒の全兄という存在
感はほとんどなくなってきています。繁殖牝馬の質が低いという点もありますが、ディープインパクト産駒より
は決め手に欠けるパワータイプが多いです。 
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【２０２１年 種牡馬リーディング２２位】 

クロフネ 
芝でもダートでもバテずにじわーっとだらーっと伸びる 

 
 
自身はNHKマイルカップで芝のGI を勝利し、賞金面で天皇賞(秋)に出られなかったことで使った武蔵野ステー
クスとジャパンカップダートを大楽勝。芝とダートどちらでも圧倒的な走りを見せたが、その両方に共通してい
るのが「とにかくバテずにずっと伸びる」というキャラクターだろう。 
 
クロフネ産駒だけでなくヴァイスリージェント系全般に言えることだが「周りが減速するレースで伸び続けられ
る」というのがこの血統のセールスポイント。直線の長い東京コースでじわーっと伸びることから NHK マイル
カップやヴィクトリアマイルで好相性の血統となっていますし、ダートでもスパッとはキレないがじわーっと伸
びる馬ばかりを輩出している。ダートの代表産駒であるテイエムジンソクもまさにそんな感じの馬だろう。 
 
バテないという強みがある反面で決め手に欠けるので芝の上級レースではキレ負けすることが多い。そんなわけ
でGI 級は「牝馬」でなおかつ「短距離」の馬ばかりなんだろう。 
 
ダートでもじわっとバテない強みを活かすためには揉まれない外枠が必須条件。内枠で揉まれこむような競馬で
は何もできない馬が多い印象です。 
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【２０２１年 種牡馬リーディング２３位】 

エイシンフラッシュ 
父親は突然変異の例外で、産駒はあくまでもキングズベストの特徴を受け継ぐ 

 
 
自身は２０１０年の日本ダービーを勝利。上がり３２.７の鬼脚を繰り出して勝利したようにキレッキレの瞬発
力を武器にして活躍していた馬だった。だが、血統背景を見るとそのキャラクターが本質にあるとは思えず、藤
原厩舎の育成のおかげで突然変異的に生まれた瞬発力モンスターだったと考えるべきか。 
 
その産駒は基本的に父エイシンフラッシュではなく祖父キングズベストに似た晩成のスタミナタイプばかりが
出ている印象で、アーデントリー、ココロノトウダイのように地味ながらバテずに伸びてくるタイプを量産して
いる。 
 
唯一の例外は勢司厩舎が育成したカヴァルという馬で、この馬は東京コースでやたらに速い上がりを連発するよ
うなタイプで父エイシンフラッシュにそっくりな馬だった。ノーザンファームが力を入れていないのでスタミナ
タイプばかりが出ているが、育成牧場や入る厩舎によっては第二のカヴァルのような馬が出てくる可能性もある。 
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【２０２１年 種牡馬リーディング２４位】 

ヴィクトワールピサ 
一線級は牝馬ばかり、イメージは溜めてズドン！ 

 
 
初年度産駒からジュエラーを出したまでは良かったが、その後は一頭も GI 馬を出すことができず、特に牡馬で
大物を出すことができなかったのが致命的。ネオユニヴァース系統らしく気性に不安のある馬が多く、その点で
牡馬よりも牝馬の方が溢れんばかりの闘志を末脚に変換できる分で活躍が目立っている感じか。 
 
牝馬の活躍が目立つと書いた通りで、２０２０年時点の総賞金上位４頭はスカーレットカラー、ジュエラー、テ
ラノヴァ、パールコードと牝馬が独占。しかもスカーレットカラーが顕著だったが、気性面に難があるのでじっ
くり構えて溜める騎乗じゃないとダメな馬が多数で、スカーレットカラー以外にもウィクトーリア、レッドアネ
モス、サムシングジャスト、ブレイキングドーンなど同じようなイメージの馬が多い。「牝馬」で「溜めてズド
ン」のイメージで付き合いたい血統だ。 
 
２０２１年のセントライト記念を勝ったアサマノイタズラも牡馬とはいえ溜めてズドンタイプ。アサマノイタズ
ラが田辺騎手に乗り替わりで一変したり、スカーレットカラーが岩田康誠騎手がずっと乗っていたことを考えて
も騎手を選ぶ血統だろう。 
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【２０２１年 種牡馬リーディング25位】 

アイルハヴアナザー 
ロベルトを持っている米国クラシック血統、顕著な叩き良化型 

 
 
ビッグレッドグループが新時代のサンデーサイレンスを目指してアメリカから輸入してきた大物種牡馬。ビッグ
レッドグループは芝のクラシック路線での活躍を期待したのかもしれないが、もう血統イメージ通りのフォーテ
ィナイナー系のスピード持続力とロベルトを持つことによるスタミナに特化した産駒ばかりが出ており、全く切
れないスタミナタイプしか輩出できていない。 
 
とにかくこの種牡馬はロベルトを持っているという点が重要。ロベルトの血が主張しすぎている感があり、叩い
て叩いてスタミナをつけて徐々に良化していく産駒が非常に多い。ざっと代表産駒をあげてみても、アナザート
ゥルース、マイネルユキツバキ、メイショウワザシなど地味ながら叩き上げでオープンまで行ったような馬ばか
りということがわかるだろう。デビュー当時は未勝利で勝ちあぐねるような地味な戦績な馬でも、とにかくレー
ス数を使っていくとスタミナがついてきてあれよあれよと出世する馬が多い印象。アイルハヴアナザー産駒らし
い成長曲線はしっかりと意識をしたほうがいい。 
 
そんな使いつつ成長していく血統だけに休み明けは基本的に走りません。いったん休養を挟むと筋肉が緩んでし
まってパフォーマンスを落としますが、そこから使い込んでいくことによって徐々にスタミナが戻ってきて良化
していきます。 
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【２０２１年 種牡馬リーディング２６位】 

ゴールドアリュール 
日本のダートに恐るべき適性を見せる亜種サンデーサイレンス系 

 
 
父がサンデーサイレンスで母父ヌレイエフという血統背景。決してコテコテのアメリカ血統というわけではなく、
この配合の馬からここまでダート適性が高い馬が多く出てくるというのもなかなか凄いところ。それだけ日本の
ダートがアメリカのダートとは違う特殊な舞台だとも言えるんじゃないだろうか。 
 
自身もキャリア序盤は芝を走っていたように最低限の芝適性は備えている感じで、特に牝馬の産駒ならばフーラ
ブライドを代表するように芝の上級クラスでも走れる馬はいる。一方で牡馬の産駒となると完全にダート向きの
馬ばかり。それでもコテコテのアメリカ血統に比べれば瞬発力はある方なので、東京ダート１６００mのような
脚力も問われる特殊舞台での強さが特に目立っている。 



 - 31 - 

【２０２１年 種牡馬リーディング２７位】 

ミッキーアイル 
父の特徴が前面に出たスピード特化型の短距離タイプばかりを輩出 

 
 
ミッキーアイルは現役時代に音無厩舎に所属。音無厩舎といえば逃げる競馬を極端に嫌う傾向で、とにかく差す
競馬こそ正義という考え。そんな厩舎に所属していて、常に「上手く溜められれば・・・」というコメントが出
ていながら、結局はスピードを活かす競馬でN H K マイルカップとマイルチャンピオンシップでGI2 勝。スプ
リント路線でも活躍できたことを見ても、その武器は圧倒的なスピードだった。 
 
その特徴は産駒にも存分に伝わっている感じで、もう産駒のほぼ全てがマイル以下のレースでしか走っていない。
派手な代表例がメイケイエールだが、あそこまで顕著な産駒は珍しいにしてもとにかく走りたい欲求が前面に出
るスピードタイプばかりが出ている。母ショウリュウムーンのショウリュウレーヴにしても、兄が長距離戦で活
躍しているのにこの馬はマイルでも距離が長いほど。やはりミッキーアイル産駒はスピード特化型だ。 
 
ここまで顕著にスピードタイプの産駒が出ているとなると今後も傾向が変わるとは思えず、狙うべきはクラシッ
ク路線ではなくディープインパクト系の短距離血統としての地位確立だろう。 
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【２０２１年 種牡馬リーディング２８位】 

マジェスティックウォリアー 

 
 
エーピーインディ系のアメリカクラシック血統。だいたいこのタイプの日本の種牡馬は同じ傾向に出る馬が多く、
カジノドライヴやシニスターミニスターとほぼ同じイメージでいいか。アメリカ血統らしく揉まれて嫌気を出す
ことが良くあり、とにかく叩いて叩いて良くなる馬が多い。現時点での代表産駒のベストウォーリアも高齢にな
っても活躍できていました。 
 
大型でドカドカ走る馬が多く、エアアルマス、サンライズホープ、ライトウォリアーなどを見ても揉まれる競馬
を嫌がる外枠巧者が多い。 
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【２０２１年 種牡馬リーディング２９位】 

ディープブリランテ 
ノーザン生産かどうかで溜めてキレるタイプか長距離スタミナ型かに分かれる 

 
 
ディープインパクト産駒ながら自身は縦長の日本ダービーを先行して持続力を活かして押し切る競馬で勝利。3
歳で引退となったので全貌こそわかりませんが本質的にはちょっとディープ産駒っぽくない馬だったか。 
 
そんな産駒ということでほとんどのファンがイメージを掴めていないと思うのですが、ディープブリランテ産駒
のタイプ分けは主に2つ。ノーザンファーム育成かそれ以外の育成かでタイプ分けできると思います。 
 
＜ノーザンファーム育成＞ 
ミッキーブリランテ、リカビトス、ナイトバナレット、アドマイヤスコール、セダブリランテス 
＜非ノーザンファーム育成＞ 
モズベッロ、ナムラドヴァン、ラプタス 
 
ディープブリランテは初期のディープインパクトの後継種牡馬としてスタッドインしたことでもわかるように、
ノーザンファームはディープの後継と期待してそのイメージで育成をしたんだと思います。そのおかげかノーザ
ン育成のディープブリランテ産駒は溜めてキレるイメージの馬が多い。 
 
一方で非ノーザン育成のディープブリランテ産駒はスタミナ型の異色タイプが多い印象。ただ、これはブリラン
テ自身がもともとはこういうキャラの馬だったということか。社台スタリオンから出されたので、今後は後者の
ディープブリランテの本質を出すスタミナタイプの馬が多くなってきそうです。 
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【２０２１年 種牡馬リーディング３０位】 

サウスヴィグラス 
条件問わず周りが減速すればするほどパフォーマンスを上げる 

 
 
これまで見てきた上位種牡馬はほぼ全てが芝の中距離路線を戦場としている馬ばかりだったが、そんな馬たちの
中でダート短距離専門ながらこの順位にいるのがサウスヴィグラスの凄さか。 
 
この血統のキャラクターは「とにかく周りが減速すればするほどパフォーマンスを上げる」ということ。スロー
ペースの瞬発戦よりもハイペースでの持続力戦を好み、中央競馬の番組体系の中ではハイペース消耗戦に最もな
りやすいダート１２００mで圧倒的な成績を誇る。 
 
中央競馬ではダート短距離専用機のような戦績だが、地方競馬ではダービー馬を何頭も出しているように中距離
もこなす産駒が多いのがポイント。周りが減速する条件に強いので、中央競馬よりも消耗スタミナ勝負になりや
すい地方競馬では育成次第で距離も持つ馬が出てくるんだろう。 
 
アメリカ血統らしく自分のリズムを崩すと脆さがある傾向で、内枠で揉まれる競馬では全く走れない馬が多いが、
一方で外枠で揉まれない競馬ができた瞬間に一変することが多い。 
 
前に行ってバテない体力面を押し出す馬が多いために、使って使って良くなる産駒が多い印象。現在の代表産駒
であるテイエムサウスダンも未勝利を何度か使ってから一気にパフォーマンスを上げてここまで成長してきた。 
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これからリーディングを賑わす 
新興種牡馬たち 
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【２０２１年 種牡馬リーディング３７位】 

ホッコータルマエ 
父同様の叩き良化型でキンカメのダート系統として大成しそう 

 
 
２０２０年のリーディングは１２０位。そこから２０２１年は３７位まで急上昇。やはりこの血統は父同様に晩
成の叩き上げ血統だった。父も3歳時はそこまで目立つような馬ではなかったが、使っていくうちにどんどん強
くなっていき、5歳頃からはもう安定感抜群で全く崩れないダート界のスーパーホースになっていった。 
 
その産駒もいかにも同じようなイメージの馬が多く、新馬戦を圧巻の走りで一発回答するような馬は少ないのだ
が何度か使っているうちに良化を見せて未勝利を勝ち上がるようなタイプの馬が多い。そんなタイプだと考えれ
ば、まだ２世代しかいないリーディングランキングで上位に来られないのも当然だろう。 
 
キングカメハメハ系のダート系統としては最上位の期待をされていると思いますし、こちらのイメージ通りなら
ば古馬になるにつれてどんどん成績を上げていきそう。数年後には一大勢力になっていてもおかしくないと思い
ます。 
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【２０２１年 種牡馬リーディング４３位】 

ドレフォン 
早々に一大勢力を築きつつある社台が導入した新たなるクロフネ 

 
 
社台グループが新たなアメリカ系のスピード血統として導入した新種牡馬。最初は疑問の目で見る人も少なくな
かったと思うが、次々と勝ち上がり馬を送り出してジオグリフが早々に重賞も制覇。これから社台グループの中
での待遇も上がりそうなので、さらに活躍馬が増えてくるか。 
 
父がストームキャットでヴァイスリージェントの血が強く主張しているような血統で、日本競馬の中ではクロフ
ネとほぼ同じイメージと見て良さそう。芝ダート問わずスピードの持続力を活かして良いタイプが多く、激流の
１４００mあたりに適性がある産駒が多く出るだろう。もちろんジオグリフのように母系が芝中距離の良血なら
芝の一線級の馬が出てくる可能性もある。 
 
 
※初年度産駒のドレフォンが皐月賞を制覇。カワキタレヴリーが N H K マイルで３着好走。これらの結果を見
ても母型や育成次第では日本の芝のトップレベルでもスピード負けしない。 



 - 38 - 

【２０２１年 種牡馬リーディング５９位】 

シルバーステート 
立ち回りとスピード持続力を活かしてこその小回り向きディープ系 

 
 
条件戦で凄まじいスピードを見せつけて幻の重賞馬と言われていた馬。その圧倒的なスピードから重賞未勝利な
がらも種牡馬入り。初年度から幸先の良いスタートを切ったことで２０２２年から種付け料が一気に高騰した。 
 
圧倒的なスピードの持続力を見せた自身の速さを受け継いでいる産駒が多く、立ち回りセンスに溢れていて前々
の競馬ができる馬が多い。直線が長いコースよりはスピードと立ち回りセンスを活かせる小回り向きに見えます
し、小回り１８００m-２０００mや１４００mに適性が高いタイプが多く出そうだ。
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【２０２１年 種牡馬リーディング８５位】 

キタサンブラック 
自身の現役時代と同じくこちらの想像以上の種牡馬になるかも？ 

 
 
自身が突然変異感あふれる馬だっただけに種牡馬としての活躍はどうかと思っていたが、こちらの想像を遥かに
超えるハイアベレージで産駒が好走。 
 
持続力型が多いのかと見ていたが、イクイノックスのような決め手も備えた化け物級も出ましたし、持続力型で
もヴェールアップという重賞を勝てそうな馬が出てきた。種牡馬としても自身の現役時代のような活躍が期待で
きるのかもしれない。 
 
 
※最初の世代をざっくり見た感想としては、父同様に大型でノッシノッシと走る馬が多い。あんまり器用さがあ
りそうな馬は多くなく、ゆったりと自分のリズムで走れる条件や外枠を好みそう。芝なら圧倒的に中京コース向
きに見えますし、ダートでも中京１９００m や阪神２０００m あたりのゆったり走って長く良い脚を活かせる
舞台が合う。 
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リーディング下位ながら 
覚えておきたい種牡馬たち 
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【２０２１年 種牡馬リーディング３１位】 

バゴ 
ひょっとしたら日本競馬の勢力図を塗り替えたかもしれない欧州の名血 

 
 
自身は２００４年に凱旋門賞を制覇。引退後は日本で種牡馬入りとなったが、社台スタリオンではなく日本軽種
牡馬協会所属に。それでも初年度から菊花賞ビッグウィークや桜花賞2着のオウケンサクラを出すなど当たりの
予感を見せたが、しばらく陽の目を見ない時期が続く。 
 
そんな不遇の時代を一変させたのが女傑クロノジェネシスの登場で、これによって２０１９年以降のバゴ人気も
急上昇しており、２０１９年産からは朝日杯 FS２着で皐月賞とダービーも 3 着に走ったステラヴェローチェを
輩出した。 
 
道悪馬場の宝塚記念を圧勝したクロノジェネシスや道悪馬場のサウジアラビアロイヤルカップを圧勝したステ
ラヴェローチェを見ても、やはり欧州血統らしくタフな馬場は大得意。それでも日本の高速馬場にもしっかり対
応できているところが素晴らしく、早くからノーザンファームが力を入れていればサンデーサイレンス以降では
最大の種牡馬の勢力図異変が起きていたかも？ 
 
このように万能で素晴らしい素質を持った種牡馬ではあるが、気性的に前向きすぎる馬が多いのでノーザンファ
ーム以外の牧場が育成すると途端に短距離向きの馬になることが多い。その前向きすぎる気性を末脚の爆発力に
変換できるノーザンファーム向きの種牡馬だろう。高齢にはなってきたが、これからさらに大物を出す可能性は
十分にある。 
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【２０２１年 種牡馬リーディング３２位】 

ステイゴールド 
凱旋門賞制覇に最も近づいたサンデーサイレンス系の異端児 

 
 
自身は現役時代は飛び抜けた活躍ができなかったが、種牡馬としてオルフェーヴル、ゴールドシップ、フェノー
メノ、ドリームジャーニーなどを生み出して一躍サンデーサイレンス後継種牡馬の筆頭として君臨することにな
った。 
 
小柄な馬が多いが、独特のピッチ走法のおかげでタフ馬場を苦にしないことが多く、道悪馬場で穴を開けるケー
スが多い。オルフェーヴルやナカヤマフェスタが凱旋門賞で２着に走ったのを見ても、サンデーサイレンス系の
中では異端の血統とみていいだろう。 
 
タフな芝はこなすのだが、馬体が小柄なこともあってダート向きのスタミナはほとんどなく、ダートで活躍する
産駒は非常に少ない。この傾向は母父になっても受け継がれているので注意が必要。 
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【２０２１年 種牡馬リーディング３３位】 

マクフィ 

 
 
モンテロッソと同じ欧州の名血ドバウィの系統。ドバイワールドカップを勝利したモンテロッソに比べると、こ
ちらはダンジグの色が濃くジャックルマロワ賞を勝利しているようにスピードタイプの血統。日本競馬の中では
キレ不足でスピードの持続力を活かせる舞台に活躍は限定される。 
 
これまでの産駒を見ても、オールアットワンス、ヴィジュネルのような芝の短距離馬か、カレンロマチェンコや
ヴァーチャリティのようにダートでスピードを活かしてこその産駒が多い。 
 
持続力には優れているが本質的なスタミナタイプというわけではないので距離に限界はありそう。ダートなら中
距離馬も出るだろうが、基本的には１４００mぐらいがベストの産駒が多い。 



 - 44 - 

【２０２１年 種牡馬リーディング３４位】 

ノヴェリスト 
欧州血統のイメージとは異なり綺麗な馬場での持続力勝負こそがベスト条件 

 
 
ノヴェリストの現役時代の最大のハイライトと言えば、ハービンジャーの作ったレコードを大幅更新する凄まじ
いパフォーマンスを見せたキングジョージでの圧勝。ハービンジャーの項目のところでも書いたが、ヨーロッパ
の GI レースで活躍したとはいえ、速い時計で活躍したということで欧州競馬の中では軽い馬場向きのタイプ。
そのイメージは産駒にも引き継がれているように感じます。 
 
コテコテのドイツの良血ということで産駒も日本の道悪馬場でこそ良さを発揮しやすいと思われがちですが、こ
れを書いている時点で日本の芝の不良馬場では未勝利。一方でラストドラフト、コスモカレンドゥラ、ヴェスタ
ーヴァルト、トーセンリスト、メイサウザンアワーなど、良馬場でのキレキレの決め手勝負では劣るが、良馬場
の持続力勝負でこそ強い馬が多い。 
 
社台グループがサンデーサイレンス飽和時代を打ち破るべく導入した大物ではあったが、結果を出すことができ
ずに２０２１年にレックススタッドに移籍。普通に考えればこれからは大物が出る可能性はそこまでないだろう。
地味にローカル条件でドイツ血統の良さを出していく感じか。 
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【２０２１年 種牡馬リーディング３５位】 

カレンブラックヒル 

 
 
ダイワメジャーをより先行持続型に特化させたような種牡馬で、ほぼ全ての産駒が「前に行って持続力で粘る」
競馬で活躍している。芝だとキレ負けする馬が多く、活躍の場はほとんどがダート。デビュー当時は前に行けず
で何も見せ場がなかった馬が、先行した途端にいきなり一変することが非常に多く、ダート未勝利戦でのカレン
ブラックヒル産駒が前に行くタイミングはとにかく気にしたいところ。２０２１年の活躍馬を見ていると、アサ
ヒやラヴケリーのように芝で溜めて強さを発揮するタイプが出てきたのは驚き。 
 
 

【２０２１年 種牡馬リーディング３６位】 

ディスクリートキャット 

 
ストームキャット産駒の良血。スピードはあるがバリバリの１２００m 向きのスプリンターという感じはなく、
芝でもダートでも１４００mぐらいがちょうど良い産駒が出やすい。本質的にスプリンターではないからか、短
縮ローテより延長ローテの方が得意。
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【２０２１年 種牡馬リーディング３８位】 

アドマイヤムーン 

 
 
自身の現役時代は芝中長距離で活躍したが、松田博厩舎の英才教育によって生み出された突然変異だった可能性
が高い。その本質はエンドスウィープ系のスピードタイプで、もう産駒はとにかく短距離馬ばかり。スプリント
条件ならばディープインパクト産駒を軽く凌駕する才能を秘めている。ダートは全く走らない。 
 
 

【２０２１年 種牡馬リーディング３９位】 

リアルインパクト 

 
 
ディープインパクト産駒ながら母がインディチャンプの祖母でもあるトキオリアリティー。ステイゴールド産駒
でさえマイラーにした血を母に持つことでディープインパクト後継の中でもミッキーアイルと同様に短距離路
線に好走が偏っている。１８００m 以上で活躍する馬はほとんどおらず、マイルを得意としている馬が多いが、
その中でも東京芝１６００mでの好走率はちょっと異常。傾向が続くうちは覚えておきたい。 
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【２０２１年 種牡馬リーディング４０位】 

マツリダゴッホ 

 
 
自身は大の中山巧者で人気薄で有馬記念を制して世間を驚かせたような馬。ところが産駒は特に中山コース向き
ではなく、逆に平坦コースの方が得意な印象。距離も１４００m～１６００mぐらいがベストの馬が多く、これ
は母父のボールドルーラーが強く出ているんじゃないでしょうか。ビッグレッドグループや岡田スタッド育成の
馬が多いというのもありますが、仕上がり早くて2歳戦から活躍できる馬が多いです。 
 

【２０２１年 種牡馬リーディング４１位】 

ダンカーク 

 
 
父アンブライドルズソングで母父エーピーインディ、母シークレットステータスはケンタッキーオークス勝ちと
いうアメリカの超良血。自身がベルモントS２着という実績からもアメリカ的なスタミナに優れた馬で、日本の
競馬でスピードの持続力を活かせる条件で強い産駒が多い。メイショウテンスイやペオースのようにダートで持
続力を活かして良い馬もいるが、シークレットランやレオビヨンドのように芝の長距離でもスタミナ勝負なら走
れる馬が多いのは覚えておきたい。 
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【２０２１年 種牡馬リーディング４６位】 

アジアエクスプレス 

 
 
自身は朝日杯 FSを勝利して芝の上級レースでも活躍したが、もう産駒は完全にヘニーヒューズのイメージが強
くダート１４００m以下で走る馬ばかりという感じ。これを書いている２０２１年５月時点でまだダート１６０
０以上の勝利がないというのは驚きですし、その傾向通りにダート１４００m以下でこそ狙いたい血統です。中
山ダート１２００mで圧倒的な成績を残しており、そういう条件が得意な馬が多い。 
 

【２０２１年 種牡馬リーディング４９位】 

フランケル 

 
 
言わずと知れた欧州競馬の歴史でも最高クラスのマイラー。どうもガリレオ系ということで日本の競馬に合うの
か心配もされたが、ソウルスターリング、モズアスコット、グレナディアガーズと高速馬場の GI を勝つ馬を多
数輩出しており日本の芝への適性は相当に高そう。基本的に距離適性はマイルまでだろうが、あんまりガリレオ
系というのを考えずに才能ある馬は高速馬場でもGI 級と考えた方がいい。 
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【２０２１年 種牡馬リーディング５７位】 

ネオユニヴァース 

 

自身はミルコ・デムーロの手で皐月賞とダービーを制覇。種牡馬となっても初年度産駒からダービー馬のロジユ
ニヴァース、皐月賞馬のアンライバルドを出し、翌年の産駒のヴィクトワールピサがドバイワールドカップを制
するなど順風満帆の滑り出しだったが、その後が全く続かず。気性難の産駒が多くて安定して活躍できる馬を輩
出できなかった。２０２０年のリーディングで３０位だったのも逆に驚きで、２０２１年に関しては５月末時点
でまだ１頭も芝のレースで勝利した馬が出てきていない。 
 

【２０２１年 種牡馬リーディング５８位】 

ドリームジャーニー 

 
オルフェーヴルの全兄という馬で、唯一の産駒の重賞勝ちはミライヘノツバサ。ただ、どうもミライヘノツバサ
は産駒傾向の中では例外という感じで、本来の産駒の特徴は父同様に強烈なピッチ走法で一瞬の脚を使う馬が多
い事。トゥラヴェスーラ、アルメリアブルーム、ドリームソルジャー、ドンアルゴス、トオヤリトセイト、ザイ
ツィンガーなど、とにかく溜めれば一瞬のズドンという脚を使える小回り巧者が多い。そのほとんどはピッチ走
法でタフ馬場を苦にしない。 
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【２０２１年 種牡馬リーディング６２位】 

タートルボウル 

 
父も母も母父もマイナー血統で、なおかつ自身も現役時代は GI 勝ち実績もなし。それでも産駒の成績が好調だ
ったこともあって、サンデー飽和の時代に社台グループに輸入された。 
 
タイセイビジョンやビックリシタナモーなどのキレる末脚が使える馬もいるが、基本的にはトリオンフ、アンデ
スクイーン、パリンジェネシスなどの産駒を見てもわかる通りでキレないスタミナ型の馬を多く輩出されている。 
 
まぁこの産駒の一覧を見てもなかなか成功できているとは言い難いが、そんな中で2017年に心不全で急死。日
本でも繁栄することはできなかった。 
 

【２０２１年 種牡馬リーディング６５位】 

スパイツタウン 

 
とにかく速いゴーンウエストの血を最大限に引き出したようなスピード特化型種牡馬。代表産駒はモズスーパー
フレアとマテラスカイというだけでどういう種牡馬かはわかると思うが、もうスピードを前面に押し出す競馬で
こそ良さが出る。とにかく自分の競馬さえできれば圧倒的に強いが、崩れると非常に脆いピンかパーな血統。 
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【２０２１年 種牡馬リーディング６６位】 

ダノンレジェンド 

 
ダート短距離で活躍した地味な種牡馬というイメージだが、半弟はダービー2着のダノンキングリーで叔父にア
メリカの名馬ウエストコーストがいることを考えれば相当な良血。一方で父マッチョウノは超マイナー血統で世
界でも父系で続きそうなのはこの馬ぐらいしか可能性がない。そんな血統なのだが、デビューしてからの産駒の
勝ち上がり率が非常に素晴らしく、コアなファンの中で話題になっている存在。父のイメージ通りにダート短距
離でスピードを活かす競馬が得意な馬が多いが、案外芝もこなす馬が多く、そのスピードを先行力として活かし
てダートの中距離を走る馬もいる。 
 

【２０２１年 種牡馬リーディング６８位】 

エイシンヒカリ 

 

父は芝の中距離で逃げて活躍していた馬だが、どうもストームキャットの血が強く出ているようで産駒は短距離
を走る馬が多い。それでもエイシンヒテンやウェイオブライトなど長い距離をこなす馬もいる。明らかに産駒は
牝馬優勢。父同様に逃げないとダメな個性豊かな産駒も多いのでどういう戦法を取るかは注意。 
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【２０２１年 種牡馬リーディング７８位】 

アメリカンファラオ 

 
まだこれまで日本で２６頭しか産駒が走っていないのだが、そのうちの２頭が GI 勝ちという凄まじいアベレー
ジ。産駒のキャラを見ても典型的なアメリカのスピード持続力タイプという感じで、ワンペースでスピードの持
続力を活かすような競馬ができれば相当に強いが、緩急のついた流れなどになるとあっさり崩れる。カフェファ
ラオ、ダノンファラオのどちらも同じようなピンかパーの馬ですし、戦績は凄くても嫌う時には嫌いたい。 
 

【２０２１年 種牡馬リーディング７９位】 

イスラボニータ 

 
黒豹のようなしなやかな馬体だった自身のイメージからももう少し芝でキレる馬が出るかと見ていたが、現状は
短距離で一本調子のスピードを押し出すタイプしか出ていない。 
 
かなり母のコジーンの血が強く出ている感じで、また育成が社台フォームというのもキレる馬が出ていない要因
かも。現状はマイル以下でスピードと先行力を活かしてこその馬が多いと考えておいて、これから育成がノウハ
ウを掴んで傾向が変わるタイミングは見極めたい。 
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【２０２１年 種牡馬リーディング８６位】 

ローズキングダム 

 
 
キングカメハメハの系統で母型もバラ一族という超良血。ただ社台スタリオンに入れなかったこともあり、産駒
のイメージは自身の現役時代とまるで違う感じ。ロザムール、サペラヴィ、アールクインダムなどキレない持続
力型を多数輩出しており、ロザムールやアールクインダムのレースぶりを見ても道悪馬場を一切苦にしないタイ
プが多い。地味で人気にならない産駒が多いので特徴を覚えておきたい。 
 
 

【２０２１年 種牡馬リーディング８９位】 

フリオーソ 

 
 
アイルハヴアナザーやエスケンデレヤと同じくロベルトの血が濃く出たダート血統。ロベルトを持つ血統はとに
かく叩いて叩いて徐々に力をつけていく傾向で、休み明けもさっぱり走らない。エイコーンやタイキフェルヴー
ルの出世過程や、休み明けがダメで使って良くなって好走というパターンはフリオーソ産駒の典型例だろう 
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【２０２１年 種牡馬リーディング９０位】 

モンテロッソ 

 
 
欧州の良血ドバウィの産駒で非常に地味ながらキャリアを積んでどんどん強くなる馬が多い。産駒のキャラは2
つに分類できる感じで、まず1つはリュヌルージュ、モンテグロッソなどのスタミナタイプ。もう1つはラセッ
トやビリーバーのようにとにかく溜めて一瞬の脚を使うタイプ。この２種類のキャラを覚えて狙えるところで買
いたい血統です。 
 

【２０２１年 種牡馬リーディング９７位】 

エスケンデレヤ 

 
 
この血統はアイルハヴアナザーと同様にロベルトの血を持っているというのが最大のポイント。とにかく叩き良
化型で休み明けはさっぱり走らない。ダイメイコリーダ、スズカデレヤ、ニホンピロストームなど代表産駒は全
て叩き上げで使っていくうちに強くなった馬で、異なるクラスを連勝するような馬なんてほとんどいない。まず
はクラス慣れして、徐々に力をつけて気づいたらこちらの想像以上に強くなっていることが多い。 
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【２０２１年 種牡馬リーディング１０６位】 

アメリカンペイトリオット 

 
自身の現役時代は芝のマイル前後で渋とく末脚を活かす競馬で活躍。大種牡馬ウォーフロントの後継として日本
に導入されたが、日本競馬ではキレない持続力タイプを多く出す傾向。溜めてもキレない馬が多いので、とにか
く前に行って渋とさを活かしたい。基本は短距離馬が多いが、ビーアストニッシドの重賞激走などを見ても案外
距離はそこそこ持つのかも。まぁ本質は芝のスプリント血統だろう。 
 

【２０２１年 種牡馬リーディング１１６位】 

サトノアラジン 

 
現役時代は2歳時からクラシック候補として期待されながら花開いたのは５歳の安田記念。全兄弟にラキシスが
いるような良血馬で、普通に考えれば芝のマイル～中距離に適性がある産駒が多く出そう。 
 
ただ、母父ストームキャットのディープ後継種牡馬はどれもキレのないジリっぽい産駒を出す傾向で、この馬の
産駒も牡馬はそんなタイプが多い。牡馬はパワータイプのダート馬が多く出ている感じで、芝の大物を出すとし
たら牝馬のマイル以下か。キズナ産駒に似た感じだが若干距離適性が短いイメージ。 


